
国家公務員のテレワーク・デイにおける取組
国家公務員制度担当大臣より、「テレワーク・デイ」における国家公務員の積極的なテレワークの実施、
テレワーク環境の計画的な整備を、全大臣に対して要請。（平成29年4月 閣僚懇談会）

テレワーク実施者数（※）
※本府省等に勤務する職員で7月24日にテレワークを実施した者の数

2,018名
・テレワーク・デイに、大臣、副大臣、大臣政務官、局長級の幹部職員が、
積極的にテレワークを実施（総務省、経済産業省）

・テレワーク・デイに、大臣が全国各地のテレワーク実施者とテレビ会議システム
を使って会議を実施（総務省）

・『「とくしま藍の日」＆ 「テレワーク・デイ」記念フォーラム』にて、徳島
オフィス開設を機にテレワークを推進する旨を表明（消費者庁）

・大臣、事務次官等がトップダウンで全職員宛にテレワークを促すメッセージを
発出
（人事院、総務省、法務省、原子力規制委員会、厚生労働省、経済産業省、環境省、防衛省）

・テレワーク・デイに合わせて、テレワーク・ウィーク／月間を独自に設定し、
テレワークを奨励（総務省、財務省、厚生労働省、文部科学省、農林水産省、国土交通省）

・実施職員数等の目標値を設定し、テレワークを促進（厚生労働省、経済産業省）
・WLB月間（※）に向けて、総務省が提供する外部接続環境提供サービスを利用し、
テレワーク環境を整備（法務省）

・省内のテレワーク実施要領を制定、改訂し、テレワークのしやすい環境を整備
（会計検査院、法務省、外務省、国土交通省、環境省）

・サテライトオフィスを活用した自宅外でのテレワークも推奨
（総務省、厚生労働省、経済産業省）

※ WLB月間・・・ワークライフバランス推進強化月間（7,8月）

〔大臣が電話
会議で説明を
受けながら、
テレワークで
資料を確認
（経済産業
省）〕

主な取組事例

〔呼びかけるチラシ（国土交通省）〕

国家公務員テレワーク・ロードマップ

〔一部署の様子（総務省）〕

「2020年度までに、業務の性質上、テレワークの実施が不可能な業務を除き、テレワークが勤務形態の一つとして
定着し、必要な者が必要な時に当該勤務を本格的に活用できるようにする」
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